
































































平　　日 日　　曜 平　　　日 日　　曜
昭45年 平2年 昭45年 平2年 昭45年 平2年 昭45年 平2年
す　い　み　ん 9．23 9．03 10．12 9．48 8．03 7．52 9．21 9．08

















































































生活必需行動 11．46 11．37 12．35 12．23 10．15 10．22 1L45 11．47
社会生活行動 8．28 8．25 3．38 3．09 10．56 10．14 5．30 5．19


































































































年間休日等の日数 H8 139 147 157 154
週休日 85 104 104 104 104
週休以外の休日 21 9 8 12 8
年次有給休暇 9 19 24 29 26



























仕 事 学 業 家事・育児 休養・くつろぎ 趣味・娯楽・スホ。一ッ
年齢層 特化 年齢層 捌口 年齢層 特化 年齢層 特化 年齢層 特化
係数 係数 騰 係数 騰
30代 1．72 10代後半 8．84 70歳以上 1．91 10代後半 1．75
男 20代後半 1．71 20代前半 1．91 60代後半 1．67
性 40 1．70 70歳以上 1．62
50 1．54




















































行　　　　動 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年
生活必需時間
睡眠 7．39 7．30 7．33 7．24 7．25
食事 1．44 1．45 1．44 1．42 1．44
身のまわりの用事 1．01 1．13 1．00 LOO 1．02
労働時間
仕事 1．12 1．10 1．06 1．02 0．31
家事 7．57 7．46 7．36 7．29 7．18
余暇行動時間
会話・交際 0．46 0．50 0．51 1．00 1．33
休養 0．40 0．40 0．41 0．42 0．35
レジャー活動 0．24 0．29 0．39 0．57 0．58
テレビ 4．30 4．57 4．44 4．25 4．21
新聞・雑誌・本 0．27 0．27 0．37 0．37 0．39
．　魑　o　，　●　一　●　の　●　の　．　一　一　鴨　一　●　一　●　画　願　騨　，　，　，　卿 o　，　一　〇　〇　〇　一　，　一　騨　・ ・　一　9　一　一　一　の　一　，　一　聯 一　一　一　，　，　●　一　・　一　一　一 ，　一　一　一　一　．　一　●　一　一 一　　一　　・　　一　　一　　一　　〇　　〇　　一　　〇　　〇　　．
自由時間行動 3．58 4，02’ 4．14 4．33 5．15


































平日 日曜 平日 日曜 平日 日曜
す　い　み　ん 7．17 8．06 7．09 8．03 7．09 8．04
仕　　　　　　事 ．23 ．12 7．14 L34 4．59 1．02



























































































































































家事全体i 炊事 そうじ 洗濯 縫い物 買い物 子供の 家事
i 編み物 世話 雑事
昭和45年 7．57　1
@　　：
2．58 0．56 1．03 0．54 0．47 1．07 0．40
55 7．36　： 2．50 0．53 1．16 0．30 0．42 1．04 0．55
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図6b　年齢別の「起床在宅」時間の変化
　　　平日・全員平均時間・女子
㎝ 7晒
長崎大学教育学部社会科学論叢　第48号 15
　他方、女性はこの10年間に相当程度短くなってはいるが、何と言っても30代以上ではそ
の水準が10時間から12時間余りと長い。目につくのは20代で2時間21分も激減している点。
市場労働への参入率がいっそう進んだことと、その一方でこれまでのようには退出率が下
がらないことによるものであろう。
　さてもう一度図5に戻りこれを一瞥すれば容易に理解できるように、家族員聞のズレは
なんといっても父親の遅い帰宅が原因であり、その調整いかんでは、相当程度ミスマッチ
を解消しうるようにおもわれる。ただそれには図6aでみたような在宅時間の圧縮傾向に
歯止めがかからねばならない。この点に関して云えば、昨今（期せずして）時短が進みっ
つあり、これは家族の触れ合いということからすれば好ましい。
　ふたつあは長時間労働が家庭生活にどのように影響するかについて、先述の伊藤・天野
ら［1989］による多摩ニュータウン在住の雇用労働者夫妻の生活時間調査。天野（［1989］
はpp．57－60）これについて以下のように箇条書きにまとめている。すなわち、
　妻に対しては、
　①妻が就業したくても夫の家事協力が得られず、一人で担うためパート就労となった
　　り、就業ができなかったりする。
　②妻が就業している場合も、夫が分担すべき家族への諸役割を妻が行わねばならず、
　　妻が過重負担になる。
　③妻の家事労働の過重負担が、妻自身の個人としての社会的・文化的な時間を奪い、
　　また待ち時間としての時間が主体性を発揮できなくしている。
　子どもに対しては、
　④夫・妻、父と子のコミュニケーションが少なくなり家族の生活を豊かにもっことが
　　出来ない。
　⑤（父親として）日常的な生活場面における生活上の注意やしっけの役割が果たせず、
　　土曜・休日のみの「サービス的接触」に偏ってします。
　⑥夫妻の家庭生活内の具体的な協力の様子を子どもに日常的にみせることが出来ず、
　　今後の労働者家庭に必要な協力の様式の伝達が出来ない。
　親に対しては、
　⑦老親との交流や世話介護の問題に取り組む時間がなく、必要な社会的対策や措置に
　　対しても無関心・無理解となり、妻を精神的にも肉体的にも圧迫することになる。
　社会に対しては、
　⑧地域や社会的問題への関心が薄くなり、地域の人々との関わりの中で問題解決でき
　　る家族や生活上の諸問題に積極的に取り組めず、結果的に生活の質を高めていくこと
　　が出来ない。
　2，5高齢者の生活時間
　これまでライフステージ別に生活時間を観察した際、高齢者についても担当程度関説し
ているので、ここではそれを改あてまとめるとともに、ひとつだけ付け加えるべき事項が
あるのでそれについて触れておきたい。
　確かに、熟年期には余暇時間が余るほどあることを観てきた：「三過ぎるの構造」。ま
た高齢世帯の増加によって家事労働の増加傾向もみられた。そして子どもや孫だちとの交
16 生活時間配分と家族の触れ合い
流（時問）が減っていることが分かった。
　ところで、人生80年時代における生涯生活時間の配分を伊藤・天野［1989］はモデル化
してみせてくれた◎それによると、男女を問わずおおよそ60歳を境にして余暇時間＝社会
的文化的生活時間の時間配分が圧倒的なウエイトを占めるようになるという。終わり良け
れば全て良しということわざがあるが、まさに人生の収穫期を実り多いものとするために
は、人生の最後の20年における社会的文化的生活時間の持つ意味を、その重みを、われわ
れはここでもう一度確認しておきたい。
3　小　括
　簡単にまとめておく。まずはライフステージ別に就学期の子供達からみると、睡眠時間
を減らしてまでも机に向かう傾向にある小・中・高校生の家庭生活ぶりが目につく。
　成人期の男性は家計を維持するのに忙しく仕事にどっぶりと浸かり、家事・育児に振り
向ける時闇は乏しい。この家事・育児はもっぱら女性の領域となっていた。家事労働は減
少傾向にあるとは言うものの、これに育児が加わる共働きの女性にはゆとりがない。
　中年の男性は相も変わらず労働時間に追われ、自由時間に恵まれない。他方、女性は育
児から開放され、家事労働も減り気味となれば、よゆうのある眼はおのずから家から外へ
と向かう。ねじれ現象の発生である。それが解消するのは熟年期になってからである。
　つまるところ家族の接触は少なく、時間帯も限られていた。これはなんと言っても長い
労働農園に起因するもので、期せずして時短が大幅に進みっつあるいま図7のような時間
短縮社会の実現が求あられている。生活時闇が職場から自分や家庭あるいは地域に移れば、
当然関心もそちらの方へ向くことになろう。いくつもの会社以外の集まりに顔を突っ込み、
その多彩な経験に基づく多くのコアを有する個人生活は、われわれのいうエレガント・ファ
ミリーの必要条件となるであろう。
労働時間短縮型社会の実現
非労働時間における多彩な経験 非労働時間への需要拡大
多くのコアをもつ個人生活
図7　生活のコアの多元化
資料：経済企画庁総合計画局編［1989］p．97
長崎大学教育学部社会科学論叢　第48号
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注
（1）伊藤・天野［1989］は、生活時閤に関する実証分析を試みる過程において「自由時
間」の本来意味するところは、決して「社会的・文化的生活時間」や「余暇時間」と同じ
ではなく、また「拘束」に対する「自由」というのでもない。生活時闇すべてに「拘束」
と「自由」という要素が含まれていて、それらは社会・経済的諸条件や主体の意識によっ
て変化するものであることに気づき、以下の図のような分類を行っている：pp．66－68。
ここでいう「拘束」とはく強制された〉あるいは〈管理された〉、または〈自分の意のま
まに選びとることのできない〉という意味であり、「自由」とはく自分の自主的で主体的
な選択が可能な〉という意味を指す。重要な提起で、それに賛同するものである。
　ただ、「内容的には同じグループに入る」（天野［1989］p．64）との指摘もあるように、
統計的調査で用いるこれらのタームには大した差異はないように思われる。
生理的生活
収入労働
家事的生活
社会的・
文化的生活
拘束と自由
拘束と自由（拘束〉自由）
拘束と自由（拘束＝自由）
拘束と自由（拘束く自由）
資料：伊藤・天野［1989］p．67
（2）長崎大学学生生活調査分析検討委員会編［1994］「豊かな学生生活を目指して：第
4回学生生活調査報告書（分析編）」長崎大学学生部
（3）伊藤セツらによって1985年に多摩ニュータウンにおいて行われた、子供のある夫婦
（妻無職70、パート50、常勤30、計150の有効ケース）の三日間（平日、土曜日、日曜日各
一日）の生活時間の実態調査である。
（4）生活歴と履歴効果の重要性については、家事労働との関連で谷村［1994］において
かなり詳しく述べているので参照されたい。
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